【技術分野】

[0001]
本発明は、一般に情報検索システムに関し、より詳しくは情報検索システムにおいて音声クエリをサポートするためのシステムおよび方法に関する。

【発明の背景】

[0002]
一般ユーザを満足させるために、検索エンジンへの音声インタフェースは、話されたクエリを認識して、関連性の高い検索結果を返さなければならない。

満足のいく音声インタフェースを設計することにおいては、課題がいくつかある。

現在の音声認識技術は、ボキャブラリサイズが大きいと高い語エラーレートとなる。

クエリには繰り返しがごくわずかしかなく、音声認識装置を導くために用いられそうな情報もほとんど提供されない。

他の音声認識アプリケーションでは、認識装置はコンテキスト（例えば対話履歴）を使用して特定の予想を準備して認識を導くことができる。

音声検索クエリは、この種のコンテキストを欠いている。

音声クエリは非常に短いことがある（数語または一語）ので、音声認識判断をする際に基とする、発言にごくわずかな情報しかない。

[0003]
現在の検索エンジンへの音声インタフェースは、音声クエリの範囲を非常に狭い範囲に制限して上記の課題に対処している。

いろいろな場面で、ユーザは少ない数の選択肢から選択することを促される。

たとえば、最初のメニューで、ユーザが「ニュース」、「株」、「天気」または「スポーツ」から選択をすることが可能かもしれない。ユーザが1つのカテゴリを選ぶと、システムが他の小さい選択肢のセットを提供する。

いろいろな場面で可能な発言の数を制限することによって、音声認識作業の問題点は、高い精度が成し遂げられることが可能となるレベルになる。

この方法は、厳しい不足を多く有するインタラクティブな音声システムに結果としてなる。

ユーザが音声メニューの多くのレベルを検索しなければならないので、それは使用に時間がかかってしまう。

ユーザの情報が所定のカテゴリにマッチしない場合、必要な情報をみつけることは非常にむずかしいか不可能になる。

さらに、ユーザは、システムの融通の利かない、機械式の構造に相互作用を適応させなければならないために、しばしば使用することに挫折感を覚えてしまう。

[0004]
したがって、検索エンジンに効果的である音声インタフェースが必要である。

【発明の開示】

[0005]
本発明と一致したシステムおよび方法は、関連性の高い結果を返すことができる検索エンジン用の音声インタフェースを提供することによって、このニーズおよび他のニーズに対処する。

[0006]
本願明細書において具現化され、広く記載されているような本発明の目的によれば、検索結果を提供する方法は以下を含む;ユーザから音声検索クエリを受け取ること

音声検索クエリから一つ以上の認識仮説（各々の認識仮説が重み付けと関連する）を引き出すこと。;

認識仮説を使用して、重み付けされたブールクエリを構築すること;

重み付けされたブールクエリを検索システムに提供すること;

そして、検索システムの結果を提供すること。

[0007]
本発明による他の実施形態において、サーバーはメモリおよびプロセッサを含む。

プロセッサは、一つ以上の認識仮説を受信する。

認識仮説は、音声検索クエリから構築される。

プロセッサも、最も短い認識仮説の長さを決定し、最も短い認識仮説の長さまでの各々の認識仮説の長さを切り取り、最も長く切り取られた認識仮説の長さを決定して、最も長い認識仮説の長さを表している値に基づいて認識仮説の数を選んで、クエリ語の重み付けを決定して、選択された認識仮説の各々の語位置から、重み付けされたブールクエリを形成する。

【図面の簡単な説明】

[0008]
添付の図面（それは中で取り入れられて、この明細書の一部を構成する）は、本発明の実施形態を例示して、説明と共に、本発明を説明する。

図面[ 0009 ]の。

図1は、システム及び方法（本発明による）が実行されることができる典型的なネットワークである。

[0010]
図2は、本発明による典型的なクライアント装置である。

[0011]
図3は、本発明による典型的なサーバーである。

[0012]
図4は、本発明による音声に基づく検索用のモデルを生成するためにの典型的な処理である。

[0013]
図5は、本発明による検索を実行するための典型的な処理である。

[0014]
それぞれ、図6Aおよび6Bは本発明による典型的なn-best仮説リストおよび語グラフを例示する。;

そして、[ 0015 ]。

図7は、本発明による検索クエリを構築するための典型的な処理である。

【詳細な説明】

[0016]
以下、添付の図面を参照しながら発明の詳細を説明する。

異なる図面の同じ参照番号は、同じであるか類似した要素を識別する。

また、以下の詳細な説明は、本発明を制限しない。

その代わりに、本発明の範囲は、添付の請求の範囲により定義される。

[0017]
本発明による実施は、検索エンジンに音声インタフェースを提供する。

音声クエリに応答して、サーバーは言語認識装置により識別される最も見込みのある仮説をカバーするために自動的に検索クエリを構築する。

ネットワークの例

[0018]
図1は、本発明によるシステム及び方法が実行され得る、例としてのネットワーク100を示している。

ネットワーク100は、複数のサーバー120-130にネットワーク140を介して接続されている複数のクライアント装置110を含んでいればよい。

ネットワーク140は、ローカル・エリア・ネットワーク（LAN）、ワイド・エリア・ネットワーク（WAN）、例えば一般加入電話網（PSTN）のような電話網、イントラネット、インターネットまたはネットワークの組合せを含むことができる。

2台のクライアント装置110および3つのサーバー120-130は、簡略化のためネットワーク140に接続されているものとして示す。

実際には、クライアント装置およびサーバーはこれより多くても少なくてもよい。

また、いくつかの例において、クライアント装置はサーバーの機能を実行し、サーバーはクライアント装置の機能を実行してもよい。

[0019]
クライアント装置110は、ネットワーク140に接続できる装置（例えばメインフレーム、ミニコンピュータ、パソコン、ラップトップ、パーソナル携帯情報機器、電話、等）を含むことができる。

クライアント装置110は、有線、無線、または光学的接続を介して、ネットワーク140の上でデータを送信するか、ネットワーク140からデータを受け取ることができる。

[0020]
サーバー120-130は、サーバー120-130にクライアント装置110との通信を可能にするために、ネットワーク140に接続できるコンピュータ・システム（例えばメインフレーム、ミニコンピュータまたはパソコン）の一つ以上のタイプを含んでいればよい。

別のインプリメンテーションにおいて、サーバー120-130が、一つ以上のクライアント装置110に直接接続するメカニズムを含んでいてもよい。

サーバー120-130は、有線、無線または光学的接続を介して、ネットワーク140の上のデータを送信するか、ネットワーク140からデータを受け取ることができる。

[0021]
本発明による実施において、サーバー120は、クライアント装置110が使用できる検索エンジン125を含むことができる。

サーバー130は、クライアント装置110がアクセスできる文書（例えばウェブ・ページ）を保存できる。

クライアント・アーキテクチャの例

[0022]
図2は、本発明による、例としてのクライアント装置110である。

クライアント装置110は、バス210、プロセッサ220、メイン・メモリ230、リードオンリー・メモリ（ROM）240、記憶装置250、入力装置260、出力装置270および通信インタフェース280を含んでいればよい。

バス210は、クライアント装置110のコンポーネント間の通信を可能にする一つ以上の従来のバスを含むことができる。

[0023]
プロセッサ220は、命令を解釈して実行する、従来のプロセッサまたはマイクロプロセッサのいかなるタイプを含むことができる。

メイン・メモリ230は、情報およびプロセッサ220によって実行する命令を格納するランダム・アクセス・メモリ（RAM）または他のタイプのダイナミックな記憶装置を含むことができる。

ROM 240は、プロセッサ220によって使用される静的な情報および命令を格納する、従来のROM装置または他のタイプの静的記憶装置を含むことができる。

記憶装置250は、磁気および／または光学の記録媒体およびその対応するドライブを含むことができる。

[0024]
入力装置260は、例えばキーボード、マウス、ペン、マイクロホン、音声認識および／または生物測定メカニズムなどのユーザがクライアント装置110に情報を入力できる一つ以上の従来のメカニズムを含むことができる。出力装置270は、ディスプレイ、プリンタ、スピーカなどのユーザに情報を出力する一つ以上の従来のメカニズムを含むことができる。通信インタフェース280は、クライアント装置110が他の装置および／またはシステムと通信ができるようになるいかなるトランシーバのようなメカニズムを含むことができる。

たとえば、通信インタフェース280はネットワーク（例えばネットワーク140）を介して、他の装置と通信するメカニズムまたはシステムを含むことができる。

[0025]
以下に詳述するように、クライアント装置110（本発明による）は、特定の検索に関連した動作を実行する。

クライアント装置110は、コンピュータ可読の媒体（例えばメモリ230）に含まれるソフトウェア命令を実行しているプロセッサ220に応答して、これらの動作を実行すればよい。

コンピュータ可読の媒体は、一つ以上のメモリ装置および／または搬送波として定義されることができる。

[0026]
ソフトウェア命令は、他のコンピュータ可読媒体（例えばデータ記憶装置250）から、または他の装置から、通信インタフェース280を介してメモリ230に読み込まれればよい。

メモリ230に含まれるソフトウェア命令は、プロセッサ220に後述の検索に関連した動作を実行させる。

あるいは、本発明による方法を実行するために、ソフトウェア命令の代わりにまたはソフトウェア命令と組み合わせて物理的に組み込まれた回路を使うこともできる。

このように、本発明はハードウェア回路およびソフトウェアのいかなる特定のコンビネーションにも、限られていない。

サーバーの例

[0027]
図3は、本発明による例としてのサーバー120である。

サーバー130は、同様に設定されればよい。

サーバー120は、バス310、プロセッサ320、メモリ330、入力装置340、出力装置350および通信インタフェース360を含む。

バス310は、サーバー120のコンポーネント間の通信を可能にする一つ以上の従来のバスを含むことができる。

[0028]
プロセッサ320は、命令を解釈して、実行する従来のプロセッサまたはマイクロプロセッサのいかなるタイプを含むことができる。

メモリ330は、プロセッサ320による実行のための、情報および命令を格納するRAMまたは他のタイプのダイナミックな記憶装置;

プロセッサ320に使用される静的情報および命令を格納するROMまたは他のタイプ静的記憶装置;

および／またはいくつかのタイプの磁気または光学の記録媒体およびその対応するドライブを含むことができる。

[0029]
入力装置340は、オペレータがサーバー120に、情報を入力できる一つ以上の従来の装置（例えばキーボード、マウス、ペン、マイクロホン、音声認識および／または生物測定メカニズム、など）を含むことができる。

出力装置350は、ディスプレイ、プリンタ、スピーカを含めた、オペレータに情報を出力する一つ以上の従来の装置を含むことができる。通信インタフェース360は、サーバー120が他の装置および／またはシステムと通信できるようにする任意のトランシーバのようなメカニズム含むことができる。

たとえば、通信インタフェース360は、ネットワーク（例えばネットワーク140）を介して、他のサーバー130またはクライアント装置110と通信するメカニズムを含むことができる。

[0030]
メモリ330に含まれる命令のシーケンスの実行は、後述する機能をプロセッサ320に実行させる。

別の実施形態において、ソフトウェア命令の代わりに、またはソフトウェア命令と組み合わせて、物理的に組み込まれた回路を使用して、本発明を実施することもできる。

このように、本発明はハードウェア回路およびソフトウェアのいかなる特定の組み合わせにも、限られていない。

処理の例

[0031]
図4は、本発明による、音声に基づいた検索で使用するモデルを作成するための例としての処理を示している。

本発明による実施において、サーバー（例えばサーバー120）はこのメカニズムを実行できる。

しかし、代わりにクライアント装置110が後述する処理のすべてまたは一部を実行できることは、理解されるであろう。

[0032]
処理は、サーバー120が検索クエリログ（すなわち一つ以上の以前に実行されたクエリ）[行為405 ]を受信することから始まればよい。

クエリログは、音声データ（すなわち記録されたクエリ）および／または音声データのテキスト的な転写から成ることができる。

テキスト的な転写は、手動で得られることが可能であるかまたは更に詳細に下で記載されているように、サーバー120によって、自動的に実行されることができる。

たとえば、クエリログは、テキスト・ベースの検索エンジンからタイプされたクエリログから成ることもきる。

[0033]
サーバー120は、不必要なデータを除去するためにクエリログにフィルターをかければよい[行為410 ]。

サーバー120は、言語（例えば英語、フランス語、スペイン語、その他）によってクエリログにフィルターをかけたり、誤ってつづられた語をろ過したり、悪い音声データをろ過したり、かつ／または望ましくない語をろ過したりすればよい。

[0034]
サーバー120は、次いでクエリログ上で統計分析を実行できる。[行為415 ]

サーバー120は、たとえば、最も頻繁なクエリ、最も頻繁な語、一定の比率のクエリまたはクエリ語をカバーする頻繁な語の数を判断すればよい。また、サーバー120は、発生されそうな見込みをよりよく得られるような特定のコンテキストの中での語の発生を計数し、満足のいくサイズ/効果の取り決めを得るためにモデルを切り取って、統計言語モデル420を構築する。

言語モデル420は、異なるユーザまたは異なるユーザーグループのために構築されてもよい。

たとえば、サーバー120は、ドイツのアクセントを有する英国の話者のユーザーグループからなる言語モデル420およびフランスのアクセントを有する英国の話者からなるユーザーグループの異なる言語モデルを構築することができる。

図4にて図示したように、統計の分析方法も、ボキャブラリ425を生成する。

ボキャブラリ425は、後述する音声認識処理の間、使用される語および複合語（すなわち一般に共に発生する語）のリストを提供する。

[0035]
サーバー120は、ボキャブラリ425の語を音声学的に写すことができる。[行為430 ]

ここで、サーバー120は一つ以上の音声転写をボキャブラリ425の各々の語と関連づければよい。

この音声転写は、サーバー120によって、手動でまたは自動的に実行されることができる。

音声転写の実行の結果として、サーバー120は音声辞書435を生成する。

音声辞書435は、考えられ得る発音を伴う語（および複合語）のリストを関連づける。

[0036]
クエリログの受信に応答して[行為405 ]、サーバー120も、実際の音声サンプルを記録することによって、音響トレーニングを実行すればよい[行為440 ]。

これらの音声サンプルは、音声認識処理の援助に後で使われる音響模型445をトレーニングするために用いてもよい。

次いで、サーバー120は、言語モデル420、音声辞書435および音響モデル445をメモリに保存すればよい[行為450 ]。

サーバー120は、たとえば、言語モデル420、音声辞書435および音響モデル445をサーバー120のローカルに（例えば、メモリ330）、またはサーバー120の外部に保存できる。

[0037]
サーバー120は、ある単一の時間または予め定められた複数の時間に上記の処理を実行できる。

たとえば、サーバー120は、予め定められた時間間隔（例えば１時間ごと）、または新規のクエリログが作成されるごとに、言語モデル420、音声辞書435、音響モデル445を更新すればよい。

[0038]
図5は、本発明による検索を実行するための例としての処理である。

前述の行為がサーバーにより実行されるものとして記載されているが、代わりにクライアント装置が後述するいくつかの行為を実行できることはいうまでもない。

[0039]
処理はサーバー（例えばサーバー120）が音声クエリを受信することから始まればよい。[行為505 ]

音声クエリは、サーバー120の入力装置340を介して、または別々の装置（例えばクライアント装置110）を介したネットワーク140を通じて受信されればよい。

[0040]
サーバー120は、デジタル音声信号を形成するための周知の方法で受信された音声クエリを処理すればよい。[行為510 ]

たとえば、サーバー120は音声信号をデジタルの形に変換するアナログ‐デジタル転換を実行し、デジタル音声信号を短いウインドウ（例えば10-20のmsフレーム）に分解すればよい。

本発明による実施において、サーバー120も、どの言語モデル420がこの音声クエリに最も適しているかについて判断できる。

たとえば、サーバー120はドイツのアクセントを有する英国の話者向けの言語モデル420がこのクエリに最も適していると判断できる。

[0041]
次いで、サーバー120は、周知の方法で音響特性抽出を実行すればよい。[行為515 ]

各々の短いウインドウの中で、サーバー120は話された音を識別する音響特性を探し、短い特徴ベクトルを引き出し、この特徴ベクトルを少数のカテゴリに分類すればよい。

[0042]
サーバー120は、語仮説を引き出すために、特徴ベクトルについて周知の方法で音声認識処理を実行すればよい。[行為520 ]

サーバー120は、一つ以上の音響表現を語に結びつける音声辞書435、何が話されたであろうかについての異なる可能性のシーケンスに確率値を割り当てる言語モデル420、および特徴ベクトルのシーケンスを実際の音声ユニットにマッチさせる音響モデル445を使用して特徴ベクトルを分析すればよい。

音声認識処理の結果は、n-best仮説および／または語グラフ525のリストになる。

[0043]
本発明による実施において、サーバー120は各々の可能な語または語の組合せに重み付けを関連づけることができる。

サーバー120は、音声認識処理からの信頼スコア、言語モデルからの先験的確率、または更に以下に詳細に記載されているように検索結果の文書の数、または結果の文書中の語/複合語の頻度からこれらの重み付けを決定できる。

あるいは、サーバー120は、これらの技術の組合せを使用して重み付けを判断してもよい。

[0044]
たとえば、ユーザがホワイトハウス（White House）に関する情報を捜したかったと仮定する。

音声クエリを受信すると、即座に、サーバー120は、ユーザクエリが考えられる語「ホワイト（white）」、「ライト（light）」、「住宅（house）」および「マウス（mouse）」を含んでいるかを判断すればよい。図6Aおよび6Bはそれぞれ、サーバー120によって生成され得る例としてのn-best仮説リスト600および語グラフ650を示している。

図6Aに図示したように、n-best仮説リスト600は、関連づけられた重み付けと共に、音声クエリに含まれることができる可能な語のリストまたは、語の組合せを含んでいればよい。

たとえば、サーバー120は、音声クエリが語の組合せ「ホワイトハウス（white house）」、「ライトハウス（light house）」、「ホワイトマウス（white mouse）」または「ライトマウス（light mouse）」を含むと判断することができて、これらの語の組合せとそれぞれの重み付け0.8、0.73、0.6および、0.35とを関連づければよい。

[0045]
あるいは、サーバー120は、図6Bにて図示したように、関連づけられた重み付けを有する全ての語の組合せの可能性を含んでいる語グラフ650を生成してもよい。

図示するように、サーバー120は、語「ホワイト（white）」に0.8の重み付け、語「ハウス（house）」に0.7の重み付け、語「ライト（light）」に0.5の重み付け、および語「マウス（mouse）」に0.4の重み付けを関連付けることができる。上記のように、サーバー120は、音声認識処理からの信頼スコア、言語モデルからの先験的確率、または検索結果からこれらの重み付けを判断すればよい。

[0046]
サーバー120は、一群のクエリ条件パラメータ530をセットすることができる。

これらのパラメータは、考慮される仮説の数（T）、クエリに含まれる語の総数（WordLimit）および考えられる第1のクエリから次の考えられるクエリまで加えられる新語の割合（ProportionNewWords）を含めばよい。

これらのパラメータは、サーバー120によって、自動的にまたは手動でセットされることができる。

さらに、これらのパラメータは、ユーザまたはユーザーグループによって、異なってもよい。

[0047]
クエリ条件パラメータ530および問い合わせ語重み付け532を使用して、サーバー120は仮説リストまたは語グラフから検索クエリを構築することができる。[行為535 ]

サーバー120は、すべての（または最もありそうな）考えられる仮説をカバーするために検索クエリを構築することができる。

図7は、本発明による検索クエリを構築するための例としての処理を示している。

行為520においてサーバー120がn-best仮説リスト525を生成すると仮定する。

仮説リスト525を使用して、サーバー120は一番上の仮説の範囲内で最も短い仮説の長さ（MinLen）を判断すればよい。[行為710 ]

[0048]
次いでサーバー120は、音声認識処理の間にサーバー120によって、不正に挿入される、例えば「the」、「of」、「for」などのノイズ語を除去して、長さMinLen までに各々の仮説を切り取ればよい。[行為720 ]

サーバー120は、最も長く切り取られた仮説の長さ（MaxLen）を決定できる。[行為730 ]

サーバー120は、たとえば、比較動作によってMaxLenを決定できる。

サーバー120は、n-best仮説リスト525から、k仮説を選ぶことができる。ここでは次の式が成り立つ。[行為740 ]

[数式－原文を参照] [ 0050 ]。

次いで、サーバー120は、選択された仮説のための重み付け532を得ることができる。[行為750 ]

サーバー120は、重み付けされたブールクエリを形成できる。[行為760 ]

上の例では、サーバー120は以下のブールクエリを生じることができる：

[0052]
あるいは、サーバー120は以下のクエリを生じることができる：

[0053]
[数式－原文を参照] [ 0054 ]。

ブールの検索クエリを形成する際に、語は必要に応じて繰り返されることができる。

たとえば、サーバー120が以下の仮説リストを生成すると仮定する：

AB

CDE

FGH.

[0058]
これらの仮説の各々が等しく重み付けされたと仮定するならば、サーバー120はこの仮説リストに基づいて以下の検索クエリを生成することができる：

[0059]
[数式－原文を参照] [ 0060 ]。

第1の仮説（AB）が他の仮説より少ない語を含むので、サーバー120は第1の仮説から語のうちの1つを再利用できる。

[0061]
一旦重み付けされた検索クエリが形成されると、サーバー120は、検索エンジン125の使用によって、任意の従来の技術によってクエリを使用して検索を実行できる。[行為540 ]

次いでサーバー120は、クエリ語の重み付け532に基づいて検索結果を調整することができる。

たとえば、クエリ語の重み付け532は、クエリ語とともに検索エンジン125への入力として提供されることができる。

検索エンジン125は、検索結果にランクを付ける方法を決定するためにクエリ語の重み付け532を使用してもよい。

上の例では、検索エンジン125は、「light mouse」を含むものと比較して、「white house」を含む検索結果のランキングを押し上げることができる。これは、「white house」はより重く重み付けされているからである。

[0062]
サーバー120はまた、クエリ語の重み付けを使用して、検索エンジン125によって得た検索結果をフィルタ（または組織化）できる。

たとえば、検索エンジン125が通常１つのクエリにつき10個の検索結果を表示すると仮定する。

サーバー120は、最初の10個の結果が相対的な重み付けと比例している結果を含むことを確認にするために、異なる仮説/語の相対的な重み付けを使用できる。

例えば、図6Aの「white house」と関連づけられた相対的な重み付けは0.32（すなわち0.8/2.48）、「light mouse」の相対的な重み付けは0.14（0.35/2.48）である。

これらの重み付けを使用して、サーバー120は、最初の10個の検索結果のうちの3.2（3に丸められる）は、「white house」に関連し、結果のうちの1.4（1に丸められる）までが「light mouse」に関連するように検索結果にフィルターをかけることもできる。

さらに、その相対的に高い重み付けによって、「white house」の検索結果を「light mouse」の検索結果の前にリストすることが望ましいであろう。

クエリ語の重み付けを使用して、検索結果をフィルタリングする他の方法を代わりに使うこともできることはいうまでもない。

[0063]
本発明による他の実施において、サーバー120は、クエリ語の重み付けを使用して、所定の閾値のよりも下の重み付け/信頼スコアを持つ仮説または語を除去（すなわち、検索クエリの一部としての使用しない）できる。

たとえば、重み付け0.4以下の仮説が除去されるように、閾値がセットされたと仮定する。

図6Aに関して上に提供される仮説リストでは、サーバー120は、0.4の閾値以下の重み付けと関連づけられているため、仮説「light mouse」を除去できる。

[0064]
一旦検索結果が得られると、サーバー120はこれらの検索結果を使用して検索クエリを絞り込みできる。

たとえば、サーバー120が図6Aにリストされる仮説を使用して、ブールの検索クエリを構築すると仮定する。更に、検索エンジン125によって得られた文書の中は、仮説「light mouse」と一致するものはないと仮定する。このような場合、サーバー120はオリジナルのリストからのその仮説を破棄し、残りの仮説を使用して新しいブール検索クエリをつくることができ、この新しい検索クエリを使用して検索を実行できる。

サーバー120は、この繰り返しを一度、またはたとえば仮説の各々がそれと関連した検索結果を得るまで繰り返し実行できる。

[0065]
対応する検索結果がない場合、仮説を削除することに代わるものとして、サーバー120は検索結果に対応する文書の内容に基づいて、それらの仮説の重み付け（信頼スコア）を修正できる。

ここで、サーバー120は、たとえば、これらの仮説または語にかかわる重み付けを結果数の多さに関連して増やすことができる。

[0066]
さらに本発明による更なる実施において、サーバー120は、検索を実行するかまたは絞り込みする際に複合語を考慮できる。

従来のいくつかの検索技術では、「new」、「york」、「restaurants」の語が別に入力される場合に返される結果よりも、「new york restaurants」の複合語のほうが、検索エンジンは良い結果を得ることができる。

この例としての実施によれば、サーバー120はn-best仮説リスト525を発展させ、検索エンジン125へそれを供給し、複合語を識別する検索結果を評価し、識別された複合語に基づいて仮説リストを修正できる。

検索結果を受信した後に複合語を識別することに代わるものとして、サーバー120は検索クエリ535を構築する前に複合語を検出できる。

このような状況において、サーバー120は、検索クエリを構築するときに、既存の仮説を複合語と取り替えることができる。

[0067]
一旦検索結果が得られると、サーバー120は、続いてクライアント110 を介してユーザに結果を提供すればよい。[行為545 ]

サーバー120は、たとえば、ユーザに対して結果が表示されるようにすればよい。

結論

[0068]
本発明によるシステムおよび方法は、検索エンジンのための音声インタフェースを提供する。

言語モデル、音声辞書および音響モデルの使用によって、サーバーはn-best仮説リストまたは語グラフを生成する。

サーバーは、n-best仮説リストまたは語グラフを使用して、考えられる可能性をカバーするために検索クエリを構築する。

その結果、サーバーは、数語しか含んでいないクエリの関連した検索結果も返すことができる。

[0069]
本発明の例としての実施形態の前述の説明は、図例および説明を提供するが、完全なものを意図するものではなく、また本発明を開示される正確な形式に制限することを目的としない。

変更態様およびバリエーションは、上記の教示を考慮するか、または本発明の実施から得られであろう。

たとえば、図5および7に関して一連の行為が示されるが、行為の順序は本発明による他の実施において、変えることができる。

本出願の記述において使用される要素、行為または命令は、明確にそのように記載されていない限り、本発明にとって重要であるまたは必須であると解釈されてはならない。

[0070]
本発明の範囲は、以下の請求項およびそれらの均等物により定義される。

【特許請求の範囲】

1. 検索結果を提供する方法は、以下から成る：

ユーザから音声検出クエリを受信する工程と;

音声検出クエリから一つ以上の認識仮説を引き出す工程であって、各々の認識仮説は、重み付けに関連づけられ、一つ以上の語を含む工程と;

認識仮説を使用して、重み付けされたブールクエリを構築する工程であって、この構築する工程は：

最も短い認識仮説の長さを判断し、各々の認識仮説をその最も短い認識仮説の長さまで切って、最も長く切られた認識仮説の長さを判断し、一つ以上のクエリパラメータに基づいて認識仮説の数を選び、語の重みを判断して、重み付けされたブールクエリを形成することを含むものである工程と;

重み付けされたブールクエリを検索システムに提供する工程と;

検索システムの結果を提供する工程とを含む。

2. 請求項1の方法において、一つ以上の認識仮説を引き出す工程は、以下から成る：

認識仮説を引き出すために言語モデル、音声辞書または音響モデルのうちの1つ以上を使用すること。

3. 請求項2の方法は、更に以下を含む：

音声検索クエリを使用して、言語モデル、音声辞書または音響モデルのうちの1つ以上を更新すること。

4. 請求項1の方法は、更に以下を含む：

ユーザに関連する少なくとも一つの特徴に基づいて、言語モデルを識別する工程であって、1つ以上の認識仮説を引き出すことは、以下から成る：

1つ以上の認識仮説を引き出すために識別された言語モデルを使用すること。

5. クエリパラメータは、最も長く切り取られた認識仮説の判断された長さと、クエリに含められる語の総数を表わす値と、第1の認識仮説から第2の認識仮説まで加わった新規の語の比率を表している値とを含む、請求項1の方法。

6. クエリパラメータがユーザまたはユーザーグループによって異なる、請求項1の方法。

7. 検索システムの結果を提供する工程が以下から成る、請求項1の方法：

重み付けに基づいて検索システムの結果のランキングを調整すること。

8. 検索システムの結果を提供する工程が以下から成る、請求項1の方法：

重み付けに基づいて結果を整理すること。

9. 請求項1の方法は、更に以下を含む：

重み付けされたブールクエリを構築する前に、それらの認識仮説を放棄することは閾値値の下で重み付けと関連した。

10. 重み付けされたブールクエリが重み付けされたOR-queryである請求項1の方法。

11. 請求項1の方法は、更に以下を含む：

検索システムの結果に基づいて重み付けされたブールクエリを絞り込むこと。

12. 絞り込みは以下から成る、請求項11の方法：

各々の認識仮説に関する結果の量を判断し、結果のない認識仮説を放棄すること。

13. 絞り込みは以下から成る、請求項11の方法：

各々の認識仮説に関する結果の量を判断し、その量に基づいて認識仮説と関連した重み付けを調整すること。

14. 更に以下を含む、請求項1の方法：

1つ以上の認識仮説において混合を検出すること。そして、重み付けされたブーリアンクエリを構築することは、以下含む：

認識仮説および検出された複合語を使用して、重み付けされたブールクエリを構築すること。

15. 更に以下を含む、請求項1の方法：

検索システムの結果の複合語を検出すること;

検出された複合語に基づいて重み付けされたブールクエリを絞り込みすること;

絞り込まれた重み付けされたブールクエリを検索システムに提供することと;

新しい結果を提供すること。

16. 以下から成る、検索クエリを生成する方法：

一つ以上の認識仮説を受信する工程であって、各々の認識仮説が音声検索クエリから構築されている工程と;

最も短い認識仮説の長さを決定する工程と;

最も短い認識仮説の長さまで各々の認識仮説の長さを切りとる工程と;

最も長く切りとられた認識仮説の長さを判定する工程と;

最も長く切り取られた認識仮説の長さに基づいて、認識仮説の数を選ぶ工程と;

クエリ語の重み付けを判定する工程と;

そして、選択された認識仮説の各々の語の位置から重み付けされたブールクエリを形成する工程。

17. 切り取る工程が以下から成る、請求項16の方法：

認識仮説からノイズ語を除去すること。

18. 選択する工程が以下から成る、請求項16の方法：

最も長く切り取られた認識仮説の判断された長さと、クエリに含められる語の総数を表わす値と、第1の認識仮説から第2の認識仮説まで加わった新規の語の比率を表している値とに基づいて、認識仮説の数を判断する。

19. 以下から成る、サーバー：

命令を格納するように構成されるメモリと;

一つ以上の認識仮説（各々が音声検索クエリから構築されている認識仮説）を受信し、最も短い長さの認識仮説を判断し、最も短い認識仮説の長さまで各々の認識仮説を切り取り、最も長く切られた認識仮説の長さを判断し、認識仮説の数（最も長く切り取られた認識仮説の長さを表している値に基づく数）を選択し、クエリ語の重み付けを判断し、選択された認識仮説の各々の語の位置から、重み付けされたブールクエリを形成する命令を実行するように構成されるプロセッサ。

20. 検索クエリを生成する方法を実行するために、少なくとも一つのプロセッサを制御するための以下から成る命令を含んでいる、コンピュータ可読媒体：

少なくとも一つの認識仮説（音声検索クエリから構築されていて、一つ以上の語を有している認識仮説）受け取る工程と;

最も短い認識仮説の長さを判断する工程と;

最も短い認識仮説の長さまで各々の認識仮説を切り取る工程と;

最も長く切り取られた認識仮説の長さを判断する工程と;

認識仮説の数（最も長く切り取られた認識仮説の長さに基づく数）を選ぶ工程と、;

語の重み付けを判断する工程と;

そして、選択された認識仮説から重み付けされたブールクエリを形成する工程。

音声検索クエリから検索結果を提供するシステムが提供される。

このシステムは、ユーザから音声検索クエリを受け取って、音声検索クエリからの一つ以上の認識仮説（各々の重み付けに関連づけて）を引き出して、この認識仮説を使用して重み付けされたブールクエリを構築する。

続いてこのシステムは、検索システムに対して重み付けされたブールクエリを提供し、ユーザに検索システムの結果を提供する。
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